
第1回基礎研究×医療・地域×就労支援連携シンポジウム
（安芸市農福連携研究会×芸西病院コラボ企画）

就労の課題に対し、医療や基礎研究の各分野がどのようにかかわるか？
～脳の“予測機能”と就労定着との関連～

【基礎研究領域】

●株式会社国際電気通信基礎技術研究所（ＡＴＲ）

認知神経科学研究室 主幹研究員 浅井智久氏

●大妻女子大学 社会情報学部

准教授 宮崎 美智子氏

【就労支援領域】

●高知県立精神保健福祉センター

所⾧（医師）山﨑 正雄氏

●医療法人おくら会 芸西病院

地域生活支援室 室⾧ 公文一也氏

【司 会】

●高知健康科学大学

学⾧ 宮口 英樹氏

●医療法人おくら会 芸西病院リハビリテーション部

部⾧ 加賀野井 聖二氏

【イントロダクション】
●キーワードは“脳の予測機能” 加賀野井聖二 ●安芸市における農福連携の成り立ち 公文一也

【病院・地域実践領域】

●大阪府立病院機構大阪精神医療センター/

日本精神心理領域理学療法学会 副理事⾧

理学療法士 石橋雄介氏

●安芸市福祉事務所所⾧補佐

兼 主任保健師 足達 恵美氏


